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(57)【要約】
【課題】超音波の走査面とは異なる断面についての超音
波画像及び参照医用画像を、できるだけ手間をかけるこ
となく表示することができる超音波診断装置を提供する
。
【解決手段】超音波診断装置は、記憶部に記憶された複
数断面の第一超音波画像のデータに基づいて作成され、
前記三次元空間における位置情報を有するボリュームデ
ータに基づいて、前記走査面とは異なる断面の第二超音
波画像ＵＩ２を表示部６に表示させるとともに、前記ボ
リュームデータの位置情報によって前記三次元空間にお
ける位置が特定される前記所要の断面と参照医用画像Ｍ
Ｉの座標系において同一の断面を、予め特定された位置
対応関係に基づいて特定して、前記所要の断面と同一の
断面について、参照医用画像ＭＩを表示させる第二表示
画像制御部を備えることを特徴とする。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元空間における被検体に対する超音波の送受信を行なう超音波プローブと、
　前記三次元空間における前記超音波プローブによる超音波の走査面の位置情報を検出す
る位置検出部と、
　前記超音波プローブで取得された超音波のエコー信号に基づいて作成されたリアルタイ
ムの第一超音波画像と、前記被検体について予め取得された参照医用画像とに基づいて、
前記三次元空間の座標系と前記参照医用画像の座標系との位置対応関係を特定する位置対
応関係特定部と、
　前記第一超音波画像が作成される走査面であって前記位置検出部で位置情報が検出され
た走査面と前記参照医用画像の座標系において同一の断面を前記位置対応関係に基づいて
特定して、前記被検体において同一断面についての前記第一超音波画像と前記参照医用画
像のデータに基づく参照医用画像とを表示部に表示させる第一の表示モードを実行する第
一表示画像制御部と、
　複数断面についての前記第一超音波画像のデータが、前記三次元空間における位置情報
とともに記憶される記憶部と、
　該記憶部に記憶された複数断面の前記第一超音波画像のデータをボクセルデータの集合
体に変換して、該ボクセルデータの集合体からなり、前記三次元空間における位置情報を
有するボリュームデータを再構成する再構成部と、
　前記ボリュームデータに基づいて、前記走査面とは異なる断面を含む所要の断面の第二
超音波画像を前記表示部に表示させるとともに、前記ボリュームデータの位置情報によっ
て前記三次元空間における位置が特定される前記所要の断面と前記参照医用画像の座標系
において同一の断面を、前記位置対応関係に基づいて特定して、前記所要の断面と同一の
断面について、前記参照医用画像のデータに基づく参照医用画像を表示させる第二の表示
モードを前記第一の表示モードの後に実行する第二表示画像制御部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記記憶部には、前記第一超音波画像のデータのほか、前記参照医用画像のデータが記
憶されることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記三次元空間の座標系は、所定の点を原点とする座標系であることを特徴とする請求
項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記位置検出部は、前記超音波プローブに設けられた磁気検出部であって、前記三次元
空間における磁気発生部で発生する磁気を検出する磁気検出部と、前記磁気検出部の検出
信号に基づいて、前記三次元空間における前記超音波プローブの位置及び傾きを算出する
位置算出部と、を含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の超音波診断
装置。
【請求項５】
　前記三次元空間の座標系は、前記磁気発生部を原点とする座標系であることを特徴とす
る請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記第二表示画像制御部は、前記第二の表示モードにおいて、前記ボリュームデータに
基づいて、前記走査面と交差する断面の第二超音波画像を前記表示部に表示させることを
特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の超音波診断装置
【請求項７】
　前記第二の表示モードを開始させる入力を操作者が行なう入力部を備えることを特徴と
する請求項１～６のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　三次元空間における被検体に対する超音波プローブによる超音波の走査面の位置情報を
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検出する位置検出機能と、
　前記超音波プローブで取得された超音波のエコー信号に基づいて作成されたリアルタイ
ムの第一超音波画像と、前記被検体について予め取得された参照医用画像とに基づいて、
前記三次元空間の座標系と前記参照医用画像の座標系との位置対応関係を特定する位置対
応関係特定機能と、
　前記第一超音波画像が作成される走査面であって前記位置検出機能で位置情報が検出さ
れた走査面と前記参照医用画像の座標系において同一の断面を前記位置対応関係に基づい
て特定して、前記被検体において同一断面についての前記第一超音波画像と前記参照医用
画像のデータに基づく参照医用画像とを表示部に表示させる第一の表示モードを実行する
第一表示画像制御機能と、
　前記三次元空間における位置情報とともに、記憶部に記憶された複数断面についての前
記第一超音波画像のデータをボクセルデータの集合体に変換して、該ボクセルデータの集
合体からなり、前記三次元空間における位置情報を有するボリュームデータを再構成する
再構成機能と、
　前記ボリュームデータに基づいて、前記走査面とは異なる断面を含む所要の断面の第二
超音波画像を前記表示部に表示させるとともに、前記ボリュームデータの位置情報によっ
て前記三次元空間における位置が特定される前記所要の断面と前記参照医用画像の座標系
において同一の断面を、前記位置対応関係に基づいて特定して、前記所要の断面と同一の
断面について、前記参照医用画像のデータに基づく参照医用画像を表示させる第二の表示
モードを前記第一の表示モードの後に実行する第二表示画像制御機能と、
　をプログラムによって実行するプロセッサーを備えることを特徴とする超音波診断装置
。
【請求項９】
　三次元空間における被検体に対する超音波プローブによる超音波の走査面の位置情報を
検出する位置検出機能と、
　前記超音波プローブで取得された超音波のエコー信号に基づいて作成されたリアルタイ
ムの第一超音波画像と、前記被検体について予め取得された参照医用画像とに基づいて、
前記三次元空間の座標系と前記参照医用画像の座標系との位置対応関係を特定する位置対
応関係特定機能と、
　前記第一超音波画像が作成される走査面であって前記位置検出機能で位置情報が検出さ
れた走査面と前記参照医用画像の座標系において同一の断面を前記位置対応関係に基づい
て特定して、前記被検体において同一断面についての前記第一超音波画像と前記参照医用
画像のデータに基づく参照医用画像とを表示部に表示させる第一の表示モードを実行する
第一表示画像制御機能と、
　前記三次元空間における位置情報とともに、記憶部に記憶された複数断面についての前
記第一超音波画像のデータをボクセルデータの集合体に変換して、該ボクセルデータの集
合体からなり、前記三次元空間における位置情報を有するボリュームデータを再構成する
再構成機能と、
　前記ボリュームデータに基づいて、前記走査面とは異なる断面を含む所要の断面の第二
超音波画像を前記表示部に表示させるとともに、前記ボリュームデータの位置情報によっ
て前記三次元空間における位置が特定される前記所要の断面と前記参照医用画像の座標系
において同一の断面を、前記位置対応関係に基づいて特定して、前記所要の断面と同一の
断面について、前記参照医用画像のデータに基づく参照医用画像を表示させる第二の表示
モードを前記第一の表示モードの後に実行する第二表示画像制御機能と、
　をプロセッサーに実行させることを特徴とする超音波診断装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体における同一断面の超音波画像及び参照医用画像を表示させることが
できる超音波診断装置及びその制御プログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、超音波プローブから被検体内に超音波を送信し、被検体内から反
射されてくるエコー信号を超音波プローブで受信する。そして、受信したエコー信号に基
づいてＢモード画像などの超音波画像が作成され表示される。
【０００３】
　このような超音波診断装置において、例えば特許文献１には、被検体における同一断面
のリアルタイムの超音波画像とＸ線ＣＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）画
像やＭＲＩ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ）画像などの参照
医用画像とを表示する超音波診断装置が開示されている。この超音波診断装置では、位置
センサにより検出される超音波プローブの位置に基づいて、Ｘ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置で
取得されたボリュームデータにおいて、超音波画像の断面と被検体において同一の断面が
特定され、この同一断面について前記参照医用画像が表示される。従って、超音波プロー
ブを動かしても、参照医用画像もこれに追従するようにして常に超音波画像と同一断面の
画像が表示される。これにより、超音波画像と参照医用画像とを容易に対比することがで
きる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ２００４－０９８４１４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記特許文献１に記載の超音波診断装置においては、超音波の走査面につい
ての超音波画像が表示され、前記走査面と被検体において同一断面についての参照医用画
像が表示される。しかし、前記走査面とは異なる断面についての超音波画像及び参照医用
画像を観察したい場合がある。この場合、できるだけ手間をかけることなく、前記走査面
とは異なる断面の画像を表示することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を解決するためになされた一の観点の発明は、三次元空間における被検体に
対する超音波の送受信を行なう超音波プローブと、前記三次元空間における前記超音波プ
ローブによる超音波の走査面の位置情報を検出する位置検出部と、前記超音波プローブで
取得された超音波のエコー信号に基づいて作成されたリアルタイムの第一超音波画像と、
前記被検体について予め取得された参照医用画像とに基づいて、前記三次元空間の座標系
と前記参照医用画像の座標系との位置対応関係を特定する位置対応関係特定部と、前記第
一超音波画像が作成される走査面であって前記位置検出部で位置情報が検出された走査面
と前記参照医用画像の座標系において同一の断面を前記位置対応関係に基づいて特定して
、前記被検体において同一断面についての前記第一超音波画像と前記参照医用画像のデー
タに基づく参照医用画像とを表示部に表示させる第一の表示モードを実行する第一表示画
像制御部と、複数断面についての前記第一超音波画像のデータが、前記三次元空間におけ
る位置情報とともに記憶される記憶部と、この記憶部に記憶された複数断面の前記第一超
音波画像のデータをボクセルデータの集合体に変換して、該ボクセルデータの集合体から
なり、前記三次元空間における位置情報を有するボリュームデータを再構成する再構成部
と、前記ボリュームデータに基づいて、前記走査面とは異なる断面を含む所要の断面の第
二超音波画像を前記表示部に表示させるとともに、前記ボリュームデータの位置情報によ
って前記三次元空間における位置が特定される前記所要の断面と前記参照医用画像の座標
系において同一の断面を、前記位置対応関係に基づいて特定して、前記所要の断面と同一
の断面について、前記参照医用画像のデータに基づく参照医用画像を表示させる第二の表
示モードを前記第一の表示モードの後に実行する第二表示画像制御部と、を備えることを
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特徴とする超音波診断装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　上記観点の発明によれば、前記三次元空間の座標系と前記参照医用画像の座標系との位
置対応関係が特定された後に、前記第一の表示モードでは、前記被検体における同一断面
について、リアルタイムの第一超音波画像と前記参照医用画像とを表示させることができ
る。また、第一の表示モードにおいて表示された前記第一超音波画像のデータが記憶部に
記憶され、この記憶部に記憶されたデータに基づいて、前記ボリュームデータが作成され
る。そして、前記第一の表示モードの後の前記第二の表示モードでは、前記ボリュームデ
ータに基づいて、リアルタイムの超音波の走査面とは異なる断面について、第二超音波画
像を表示させることができ、この第二超音波画像と同一断面について、前記参照医用画像
のデータに基づく参照医用画像を表示させることができる。これにより、リアルタイムの
第一超音波画像では観察できなかったものを観察することができる。第二の表示モードに
おいては、前記第一の表示モードにおいて用いられた位置対応関係を用いて、被検体にお
いて同一断面の第二超音波画像と参照医用画像とを表示させることができるので、改めて
位置対応関係を特定する手間を省くことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態における超音波診断装置の概略構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示された超音波診断装置における表示処理部の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】実施形態における超音波診断装置の作用を示すフローチャートである。
【図４】被検体における異なる断面についてのリアルタイムの第一超音波画像と参照医用
画像が表示された表示部を示す図である。
【図５】被検体における同一断面についての第一超音波画像及び参照医用画像が表示され
た表示部を示す図である。
【図６】複数の断面における第一超音波画像のデータを示す概念図である。
【図７】ボリュームデータを示す概念図である。
【図８】超音波の走査面とは異なる断面の第二超音波画像及び参照医用画像が表示された
表示部を示す図である。
【図９】複数のＸＹ平面を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。図１に示す超音波診断装置
１は、超音波プローブ２、送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部４、表示処理部
５、表示部６、操作部７、制御部８、記憶部９を備える。前記超音波診断装置１は、コン
ピュータ（ｃｏｍｐｕｔｅｒ）としての構成を備えている。
【００１０】
　前記超音波プローブ２は、アレイ状に配置された複数の超音波振動子（図示省略）を有
して構成され、この超音波振動子によって被検体に対して超音波を送信し、そのエコー信
号を受信する。前記超音波プローブ２は、本発明における超音波プローブの実施の形態の
一例である。
【００１１】
　前記超音波プローブ２には、例えばホール素子で構成される前記磁気センサ１０が設け
られている。この磁気センサ１０により、例えば磁気発生コイルで構成される磁気発生部
１１から発生する磁気が検出されるようになっている。前記磁気センサ１０における検出
信号は、前記表示処理部５へ入力されるようになっている。前記磁気センサ１０における
検出信号は、図示しないケーブルを介して前記表示処理部５へ入力されてもよいし、無線
で前記表示処理部５へ入力されてもよい。前記磁気発生部１１及び前記磁気センサ１０は
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、後述のように前記超音波プローブ２の位置及び傾きを検出するために設けられている。
前記磁気センサ１０は、本発明における磁気検出部の実施の形態の一例である。また、前
記磁気発生部１１は、本発明における磁気発生部の実施の形態の一例である。
【００１２】
　前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２から所定の走査条件で超音波を
送信するための電気信号を、前記制御部８からの制御信号に基づいて前記超音波プローブ
２に供給する。また、前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２で受信した
エコー信号について、Ａ／Ｄ変換、整相加算処理等の信号処理を行ない、信号処理後のエ
コーデータを前記エコーデータ処理部４へ出力する。
【００１３】
　前記エコーデータ処理部４は、前記送受信ビームフォーマ３から出力されたエコーデー
タに対し、超音波画像を作成するための処理を行なう。例えば、前記エコーデータ処理部
４は、対数圧縮処理、包絡線検波処理等のＢモード処理を行ってＢモードデータを作成す
る。
【００１４】
　前記表示処理部５は、図２に示すように、位置算出部５１、位置対応関係特定部５２、
超音波画像データ作成部５３、再構成部５４、第一表示画像制御部５５、第二表示画像制
御部５６を有する。前記位置算出部５１は、前記磁気センサ１０からの磁気検出信号に基
づいて、前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の座標系における前記超音波プロー
ブ２の位置及び傾きの情報（以下、「プローブ位置情報」と云う）を算出する。さらに、
前記位置算出部５１は、前記プローブ位置情報に基づいてエコー信号の前記三次元空間の
座標系における位置情報を算出する。この位置情報の算出により、前記超音波プローブ２
による超音波の走査面の前記三次元空間の座標系における位置情報が特定される。
【００１５】
　前記磁気センサ１０、前記磁気発生部１１及び前記位置算出部５１は、本発明における
位置検出部の実施の形態の一例である。また、前記位置算出部５１は、本発明における位
置算出部の実施の形態の一例である。
【００１６】
　前記位置対応関係特定部５２は、前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間の座標系
における座標情報と、前記記憶部９に記憶された後述の参照医用画像のデータの座標情報
との位置対応関係を特定する。この位置対応関係は、前記三次元空間の座標系と前記参照
医用画像のデータの座標系との座標変換情報である。前記磁気発生部１１を原点とする三
次元空間は、前記超音波プローブ２によって被検体に対する超音波の送受信が行われる三
次元空間である。前記位置対応関係特定部５２は、本発明における位置対応関係特定部の
実施の形態の一例である。また、前記対応関係特定部５２による位置対応関係を特定する
機能は、本発明における位置対応関係特定機能の実施の形態の一例である。
【００１７】
　前記超音波画像データ作成部５３は、前記エコーデータ処理部４から入力されたデータ
を、スキャンコンバータ（Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）によって走査変換して超音波
画像データを作成する。例えば、前記超音波画像データ作成部５３は、Ｂモードデータを
走査変換してＢモード画像データを作成する。前記スキャンコンバータによる走査変換前
のデータをローデータ（ｒａｗ　ｄａｔａ）というものとする。
【００１８】
　前記超音波画像データは、前記記憶部９に記憶される。前記ローデータが、前記記憶部
９に記憶されてもよい。前記超音波画像データ及び前記ローデータを、超音波画像のデー
タと云うものとする。後述するように、前記記憶部９には、複数断面についての前記超音
波画像のデータが記憶される。
【００１９】
　前記再構成部５４は、前記記憶部９に記憶された複数断面についての前記超音波画像の
データをボクセルデータの集合体に変換して、このボクセルデータの集合体からなり、前
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記磁気発生部１１を原点とする三次元空間における位置情報を有するボリュームデータを
再構成する。詳細は後述する。前記再構成部５４は、本発明における再構成部の実施の形
態の一例である。
【００２０】
　前記第一表示画像制御部５５は、リアルタイムの前記超音波画像のデータに基づいて第
一超音波画像を前記表示部６に表示させる。また、前記第一表示画像制御部５５は、後述
する医用画像装置１００によって取得された前記被検体についての参照医用画像を前記表
示部６に表示させる。前記参照医用画像は、前記第一超音波画像と同一の断面である。詳
細は後述する。前記第一表示画像制御部５５は、本発明における第一表示画像制御部の実
施の形態の一例である。また、前記第一表示画像制御部５５による表示画像制御機能は、
本発明における第一表示画像制御機能の実施の形態の一例である。
【００２１】
　前記第二表示画像制御部５６は、前記ボリュームデータに基づく第二超音波画像を前記
表示部６に表示させる。また、前記第二表示画像制御部５６は、前記第二超音波画像と同
一断面の参照医用画像を前記表示部６に表示させる。詳細は後述する。前記第二表示画像
制御部５６は、本発明における第二表示画像制御部の実施の形態の一例である。また、前
記第二表示画像制御部５６による表示画像制御機能は、本発明における第二表示画像制御
機能の実施の形態の一例である。
【００２２】
　前記表示部６は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機Ｅ
Ｌ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイなどである。前記操作部
７は、操作者が指示や情報を入力するためのキーボード及びポインティングデバイス（図
示省略）などを含んで構成されている。前記操作部７は、本発明における入力部の実施の
形態の一例である。
【００２３】
　前記制御部８は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等のプ
ロセッサーである。この制御部８は、前記記憶部９に記憶されたプログラムを読み出し、
前記超音波診断装置１の各部を制御する。例えば、前記制御部８は、前記記憶部９に記憶
されたプログラムを読み出し、読み出されたプログラムにより、前記送受信ビームフォー
マ３、前記エコーデータ処理部４及び前記表示処理部５の機能を実行させる。
【００２４】
　前記制御部８は、前記送受信ビームフォーマ３の機能のうちの全て、前記エコーデータ
処理部４の機能のうちの全て及び前記表示処理部５の機能のうちの全ての機能をプログラ
ムによって実行してもよいし、一部の機能のみをプログラムによって実行してもよい。前
記制御部８が一部の機能のみを実行する場合、残りの機能は回路等のハードウェアによっ
て実行されてもよい。
【００２５】
　なお、前記送受信ビームフォーマ３、前記エコーデータ処理部４及び前記表示処理部５
の機能は、回路等のハードウェアによって実現されてもよい。
【００２６】
　前記記憶部９は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ：ハードディスクドライブ
）や、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の半導体メモリ（Ｍｅｍｏｒｙ）などである。前記超音波診断装
置１は、前記記憶部９として、前記ＨＤＤ、前記ＲＡＭ及び前記ＲＯＭの全てを有してい
てもよい。また、前記記憶部９は、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）やＤＶＤ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）などの可搬性の記憶媒体であってもよい。
【００２７】
　前記制御部８によって実行されるプログラムは、ＨＤＤやＲＯＭなどの非一過性の記憶
媒体に記憶されている。また、前記プログラムは、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）や
ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）などの可搬性を有し非一過性
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の記憶媒体に記憶されていてもよい。
【００２８】
　前記記憶部９には、前記制御プログラムの他、超音波の送受信対象と同一の被検体につ
いて予め取得された参照医用画像ＭＩのデータが記憶される。この参照医用画像ＭＩのデ
ータは被検体における三次元領域についてのボリュームデータである。前記参照医用画像
ＭＩのデータは、参照医用画像ＭＩの座標系における位置情報とともに前記記憶部９に記
憶される。前記参照医用画像ＭＩのデータは、前記超音波診断装置１以外の医用画像装置
１００で予め取得された医用画像のデータ、すなわち例えばＸ線ＣＴ装置やＭＲＩ装置な
どで予め取得されたＸ線ＣＴ画像のデータやＭＲＩ画像のデータである。また、前記参照
医用画像ＭＩのデータは、超音波画像のデータであってもよい。前記記憶部９は、本発明
における記憶部の実施の形態の一例である。
【００２９】
　さて、本例の超音波診断装置１の作用について図３のフローチャートに基づいて説明す
る。先ず、ステップＳ１では、操作者は、前記磁気発生部１１を原点とする三次元空間に
おける被検体Ｐに対し前記超音波プローブ２によって超音波の送受信を開始する。そして
、前記超音波プローブ２によって得られたエコー信号に基づいて超音波画像のデータが作
成される。前記第一表示画像制御部５５は、前記超音波画像のデータに基づくリアルタイ
ムの第一超音波画像ＵＩ１を前記表示部６に表示させる。前記第一超音波画像ＵＩ１は例
えばＢモード画像である。
【００３０】
　次に、ステップＳ２では、前記対応関係特定部５２が、前記磁気発生部１１を原点とす
る三次元空間の座標系と前記参照医用画像ＭＩの座標系との位置合わせ処理を行なう。位
置合わせ処理は、前記三次元空間の座標情報と、前記参照医用画像ＭＩのデータの座標情
報との対応関係を特定する処理である。
【００３１】
　具体的に説明する。操作者が前記操作部７において位置合わせ処理の入力を行なうと、
前記第一表示画像制御部５５は、図４に示すように、前記第一超音波画像ＵＩ１とともに
、前記参照医用画像ＭＩを前記表示部６に並べて表示させる。前記参照医用画像ＭＩは、
前記被検体Ｐについて前記記憶部９に記憶されたデータに基づいて表示される。ここでは
、前記第一超音波画像ＵＩ１及び前記参照医用画像ＭＩは、前記被検体Ｐにおいて異なる
断面の画像である。
【００３２】
　操作者は、前記表示部６に表示された前記第一超音波画像ＵＩ１と前記参照医用画像Ｍ
Ｉとを見比べながら、いずれか一方又は両方の画像の断面を移動させ、同一断面の第一超
音波画像ＵＩ１と参照医用画像ＭＩとを表示させる。前記第一超音波画像ＵＩ１の断面の
移動は、前記超音波プローブ２の位置を変えることによって行なう。また、前記参照医用
画像ＭＩの断面の移動は、前記操作部７を操作して断面を変更する指示を入力することに
より行なう。
【００３３】
　同一断面か否かは、例えば操作者が特徴的な部位を参照するなどして判断する。操作者
は、同一断面についての第一超音波画像ＵＩ１及び参照医用画像ＭＩが表示されると、前
記操作部７のトラックボール等を用いて、前記第一超音波画像ＵＩ１の任意の点を指定す
る。また、操作者は前記第一超音波画像ＵＩ１において指定された点と同一位置と思われ
る点を前記参照医用画像ＭＩにおいても指定する。操作者は、このような点の指定を複数
点について行なう。このような点の指定は、複数の断面において行われてもよい。
【００３４】
　ここで、前記参照医用画像ＭＩのデータは位置情報を有している。従って、上述のよう
に前記第一超音波画像ＵＩ１と前記参照医用画像ＭＩとで同一位置と思われる点を指定す
ると、前記三次元空間の座標系と参照医用画像ＭＩの座標系との対応位置が特定される。
そして、前記三次元空間の座標系と参照医用画像ＭＩの座標系との対応点が複数点特定さ
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れると、これら複数の対応点の座標に基づいて、前記位置対応関係特定部５２は、前記三
次元空間の座標系と前記参照医用画像ＭＩの座標系との座標変換式を算出する。この座標
変換式により、前記三次元空間の座標情報と、前記参照医用画像ＭＩの座標情報との位置
対応関係が特定される。以上により位置合わせ処理が完了する。
【００３５】
　前記ステップＳ２における位置合わせ処理が完了すると、ステップＳ３では、前記第一
表示画像制御部５５は、図５に示すように、リアルタイムの第一超音波画像ＵＩ１ととも
に、この第一超音波画像ＵＩ１と同一断面の参照医用画像ＭＩを表示させる。
【００３６】
　具体的には、先ず前記第一表示画像制御部５５は、前記位置算出部５１で算出された超
音波の走査面の位置情報を、前記座標変換式を用いて前記参照医用画像ＭＩの座標系の位
置情報に座標変換して、前記記憶部９に記憶された前記参照医用画像ＭＩのデータにおい
て前記超音波の走査面の位置と対応する領域を特定する。次に、前記第一表示画像制御部
５５は、この対応領域を含む断面のデータに基づく参照医用画像ＭＩを、前記第一超音波
画像ＵＩ１とともに表示させる。前記図５において、前記参照医用画像ＭＩ上に表示され
た輪郭線Ｏｌで囲まれる領域は、前記参照医用画像ＭＩにおいて前記第一超音波画像ＵＩ
１と対応する領域である。前記参照医用画像ＭＩにおける前記輪郭線Ｏｌ内の画像及び前
記第一超音波画像ＵＩ１は、被検体において同一領域の画像である。
【００３７】
　被検体Ｐにおいて同一断面についてのリアルタイムの前記第一超音波画像ＵＩ１と前記
参照医用画像ＭＩとが表示される表示モードを、第一の表示モードと云うものとする。第
一の表示モードにおいて表示される前記第一超音波画像ＵＩ１及び前記参照医用画像ＭＩ
は、超音波の走査面についての画像である。
【００３８】
　次に、ステップＳ４では、操作者は、前記超音波プローブ２により、前記被検体Ｐにつ
いて、複数の断面における超音波の送受信を行なう。これにより、複数の断面について前
記第一超音波画像ＵＩ１及びこの第一超音波画像ＵＩ１と同一断面の前記参照医用画像Ｍ
Ｉが表示される。そして、例えば図６に示すように、複数の断面における前記第一超音波
画像ＵＩ１のデータＵＩＤが取得される。この図６では、前記第一超音波画像ＵＩ１のデ
ータＵＩＤが取得される複数の断面は、互いに平行ではない。前記第一超音波画像ＵＩ１
のデータＵＩＤは、前記位置算出部５１で算出された位置情報とともに、前記記憶部９に
記憶される。
【００３９】
　次に、ステップＳ５では、操作者は、第二の表示モードを開始する入力を前記操作部７
において行なう。これにより、前記第一超音波画像ＵＩ１及び参照医用画像ＭＩが表示さ
れる第一の表示モードが終了となり、第二の表示モードに移行する。
【００４０】
　次に、ステップＳ６では、前記再構成部５４が、前記記憶部９に記憶された第一超音波
画像ＵＩ１のデータＵＩＤに基づいて、図７に示すようにボリュームデータＶＤを作成す
る。前記再構成部５４は、前記第一超音波画像ＵＩ１のデータＵＩＤをボクセルデータｖ
ｄの集合体に変換して、互いに直交するＸ軸、Ｙ軸、Ｚ軸の直交座標系の前記ボリューム
データＶＤを作成する。このボリュームデータＶＤは、前記三次元空間における位置情報
を有する。この位置情報は、前記第一超音波画像ＵＩＤのデータＵＩＤの位置情報に基づ
いて特定された情報である。
【００４１】
　次に、ステップＳ７では、前記第二表示画像制御部５６は、前記ボリュームデータＶＤ
に基づいて、図８に示すように、超音波の走査面とは異なる断面の第二超音波画像ＵＩ２
を前記表示部６に表示させる。また、前記第二表示画像制御部５６は、前記第二超音波画
像ＵＩ２と被検体において同一断面の参照医用画像ＭＩを、前記第二超音波画像ＵＩ２と
並べて表示させる。
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【００４２】
　前記第二超音波画像ＵＩ２は、前記図７のＸＹＺ座標系におけるＸＹ平面、ＹＺ平面又
はＺＸ平面についての画像である。前記第二表示画像制御部５６は、前記第二超音波画像
ＵＩ２が表示された断面の前記三次元空間における位置情報を、前記位置対応関係特定部
５２によって特定された座標変換式によって、前記参照医用画像ＭＩの座標系に座標変換
する。前記第二超音波画像ＵＩ２が表示された断面の前記三次元空間における位置情報は
、ボリュームデータの位置情報によって特定される。
【００４３】
　前記座標変換により、前記参照医用画像ＭＩのデータにおいて、前記第二超音波画像Ｕ
Ｉ２が表示された断面の位置と対応する領域が特定される。前記第二表示画像制御部５６
は、前記対応領域を含む断面のデータに基づく参照医用画像ＭＩを前記表示部６に表示さ
せる。
【００４４】
　前記ステップＳ７において、前記第二超音波画像ＵＩ２及び前記参照医用画像ＭＩが表
示される前に、操作者は、ＸＹ平面、ＹＺ平面及びＺＸ平面のうち、どの平面についての
第二超音波画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩを表示させるかを選択する入力を前記操作部
７において行なってもよい。この場合、選択された平面について複数面の第二超音波画像
ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩが順番に表示されてもよい。例えば、ＸＹ平面が選択された
場合、互いに隣り合うＸＹ平面の第二超音波画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩが順番に表
示されてもよい。具体的には、図９に示すようにＸＹ平面Ｐｘｙ１，Ｐｘｙ２，Ｐｘｙ３
，・・・，Ｐｘｙ（Ｎ－２），Ｐｘｙ（Ｎ－１），ＰｘｙＮ（Ｎ：自然数）の第二超音波
画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩが、この順で表示されてもよい。操作者によって、表示
面を変更する入力が前記操作部７において行われると、それまで表示されていた面と隣の
面の第二超音波画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩが表示されてもよい。
【００４５】
　操作者は、前記表示部６に表示された前記第二超音波画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩ
において、計測等を行なってもよい。
【００４６】
　本例の超音波診断装置１によれば、前記座標変換式が得られた後に、操作者は、前記第
一の表示モードにおいて、超音波の走査面についての前記第一超音波画像ＵＩ１及びこの
第一超音波画像ＵＩ１と同一断面の参照医用画像ＭＩを観察することができる。そして、
この第一の表示モードの後に、前記第二の表示モードでは、前記第一超音波画像ＵＩ１が
取得された走査面とは異なる面についての前記第二超音波画像ＵＩ２及びこの第二超音波
画像ＵＩ２と同一断面の参照医用画像ＭＩを観察することができる。前記第二の表示モー
ドにおいては、前記第一の表示モードにおいて用いられた座標変換式を用いて、被検体に
おいて同一断面の第二超音波画像ＵＩ２と参照医用画像ＭＩとを表示させることができる
ので、改めて位置対応関係を特定する手間を省くことができる。
【００４７】
　以上、本発明を前記実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範囲
で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、前記第一超音波画像ＵＩ１及び前
記参照医用画像ＭＩが重畳して表示されてもよい。
【００４８】
　前記第二の表示モードにおいて、前記第二超音波画像ＵＩ２と前記参照医用画像ＭＩと
で被検体における位置がずれている場合、位置合わせ処理が行なれてもよい。具体的には
、第一の表示モードの前に行った位置合わせ処理と同様に、操作者は、被検体において同
一の断面の前記第二超音波画像ＵＩ２及び参照医用画像ＭＩを表示させ、各々の画像にお
いて被検体において同一と思われる点を複数指定する。これにより、前記位置対応関係特
定部５２は、前記三次元空間の座標系と前記参照医用画像ＭＩの座標系との座標変換式を
算出する。
【符号の説明】
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【００４９】
　　１　超音波診断装置
　　２　超音波プローブ
　　６　表示部
　　７　操作部
　　９　記憶部　
　　１０　磁気センサ
　　１１　磁気発生部
　　５１　位置算出部
　　５２　位置対応関係特定部
　　５４　再構成部
　　５５　第一表示画像制御部
　　５６　第二表示画像制御部

【図１】 【図２】
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